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・ 荒尾市ホームページ  （http://www.city.arao.lg.jp）
・ 声の広報 ［文字による情報入手が困難な障がい者のための音声訳　（録音版） 広報誌］　（福祉課）
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11/15 号
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八
幡
小
３
年　

梶
原
寧
々
さ
ん

　

歌
う
こ
と
が
好
き
で
す
。
休
日
は
家

の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

【主な内容】

　▽介護予防健診は受けられましたか？

　▽高齢者インフルエンザ予防接種を実施します

　▽荒尾市地域包括支援センターからのお知らせ

　▽荒尾市民病院のご案内
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第 12 回八郎ふるさとハイク
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ま
ち
の
話
題

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

那
須
良
介
さ
ん

（
新
生
西
）

環
境
大
臣
表
彰

　

那
須
良
介
さ
ん
が
多
年
に
わ
た

り
浄
化
槽
関
係
事
業
に
携
わ
り
、

生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
環
境
大
臣
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

那
須
さ
ん
は

「
こ
の
よ
う
な
表

彰
を
受
け
と
て
も
励
み
に
な
り
ま

す
。
光
栄
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

↑
那
須
良
介
さ
ん
（
写
真
中
央
）

万
田
坑　

映
画
撮
影

 

「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群-

非
西
洋
世
界
に
お
け
る
近
代
化
の
先
駆
け-

」
の
一
つ
と
し
て
、
世

界
文
化
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表
に
掲
載
が
決
ま
っ
た
万
田
坑
で
映
画

「
信
さ
ん
」
（
２
０
０
９
年
秋
公
開
予
定
）

の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
の
方
々
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
信
さ
ん
」
は
昭
和
30
年
代
の
炭
鉱
町
を
舞
台
に
、
住
民
の
心
の
交
流
を
描
く
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
九
州
全
域
で

ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
万
田
坑
の
選
炭
場
で
は
、
主
演
を
演
じ
る
小
雪
さ
ん
と
エ
キ
ス
ト
ラ
200
人
に
よ
る
盆
踊

り
大
会
の
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
、
第
二
竪
坑
付
近
ト
ン
ネ
ル
で
は
落
盤
事
故
シ
ー
ン
等
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

万
田
坑
は
、
以
前
に
も
映
画
や
ド
ラ
マ
で
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
て
お
り
、
万
田
坑
の
魅
力
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
地
元
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
ぜ
ひ
一
度
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
万
田
坑
見
学
に
つ
い
て
は
万
田
炭
鉱
館

（☎
64
・
１
３
０
０
）
ま
で

←盆踊り大会のシーン。事前に盆

踊りの練習もありました。

→撮影前のメイクの様子。エキス

トラの皆さんは体や洋服を黒く塗

り、炭鉱マンになりました。

↑
撮
影
現
場
は
ま
る
で
昭
和
30
年
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
で
す
。

月
岡
エ
ミ
子
さ
ん
（
桜
山
町
二
丁
目
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

桜
山
保
育
園
の
創
設
に
携
わ
り
、

園
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
月
岡
エ

ミ
子
さ
ん
が
、
永
年
に
わ
た
り
保

育
所
の
業
務
に
従
事
し
児
童
の
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

月
岡
さ
ん
は

「
桜
山
保
育
園
の

創
設
以
来
35
年
間
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
貢
献
を
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

↑
月
岡
エ
ミ
子
さ
ん
（
写
真
中
央
）
と
社
会
福
祉

協
議
会　

有
明
福
祉
会　

理
事　

城
豊
光
さ
ん

（
写
真
左
）
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まちの話題、介護予防健診

医療機関名 住所 電話番号

あだち内科 ・胃腸科クリニック 本井手 1558 ‐ 95 ☎６５－８５００

足達内科医院 大正町 1 ‐ 11 ‐ 10 ☎６２－０２７８

荒尾駅前クリニック 大正町 1 ‐ 2 ‐ 3 ☎６４－１８９５

荒尾クリニック 荒尾 600 ‐ 3 ☎６３－１１６６

荒尾中央病院 増永 1544 ‐ 1 ☎６４－１３３３

伊藤医院 四ツ山町 3 ‐ 5 ‐ 2 ☎６２－０４０５

牛島内科医院 一部 904 ‐ 1 ☎６４－２３６１

鴻江病院 増永 2620 ☎６２－０５２５

さとう総合内科クリニック 荒尾 813 ‐ 1 ☎６２－１２７３

関整形外科医院 荒尾 172 ☎６４－０２３７

高橋医院 野原 115 ‐ 1 ☎６８－００３５

高橋整形外科医院 原万田 815 ‐ 2 ☎６４－１３１１

多田隈整形外科医院 宮内出目 691 ☎６２－０８１３

田中医院 川登 1911 ‐ 3 ☎６８－０１７８

田中良医院 平山 2268 ‐ 5 ☎６６－０６６６

　 介護予防健診は受けられましたか？
～介護予防健診 （医療機関分） を受けていない方へのお知らせです～

　平成 19年度は基本健康診査と同時に実施していた生活機能に関する質問項目及び総合判定を、 平成 20年度は、

介護予防健診として別に実施することとなりました。 既に７月に実施しましたが、 12 月１日 （月） ～平成 21 年３月 31

日 （火） も実施期間となっていますので、 まだ健診を受けていない方は受診されるようお願いします。

　この健診は、 65 歳以上の介護保険認定を受けていない方を対象に実施し、 生活機能の低下 （日常生活を送ってい

くための心身の能力が、 衰弱 ・ 転倒 ・ 骨折など何らかの原因で低下した状態） を早期に発見し、 要介護状態になる

前段階からの介護予防を図っていくことを目的としています。

※申し込みをして受診するまでに、２週間程度期間が必要ですので、早めに受診される医療機関へお申し込みください。

※費用は無料です。

※ 11 月５日～ 11月 17 日に実施する集団健診を受けた方は対象となりません。

医療機関名 住所 電話番号

田宮医院 大島町 3 ‐ 4 ‐ 44 ☎６２－００１７

西整形外科医院 蔵満 1859 ‐ 1 ☎６８－２５１１

西原クリニック 西原町 1 ‐ 4 ‐ 24 ☎６２－０６２２

西良文医院 川登 2050 ‐ 8 ☎６６－２３２１

野川整形外科医院 野原 126 ☎６８－０００７

野ばら診療所 野原 1585 ‐ 9 ☎６８－６３３７

平山医院 増永 2800 ‐ ６ ☎６２－０６６５

藤枝医院 蔵満 1884 ‐ 1 ☎６８－３２３２

ふじさわ脳神経外科クリニック 四ツ山町 3 ‐ 6 ‐ 3 ☎６４－２２３８

ふれあいクリニック 川登 1761 ‐ 24 ☎６８－６５６５

松山医院 原万田 462 ☎６２－０４１８

南整形外科医院 荒尾 4544 ‐ 25 ☎６４－２３０２

本里内科 宮内 724 ‐ 1 ☎６４－０５５６

山田クリニック 東屋形 2 ‐ 14 ‐ 9 ☎６２－７７２２

吉田整形外科クリニック 牛水 670 ‐ 6 ☎６２－６２００

●医療機関名簿一覧表

［問］ 地域包括支援センター☎ 63-1177

●日時　平成 21 年 1 月 11 日 （日）、 午後２時～４時

●場所　総合文化センター　大ホール

●対象　昭和 63 年４月２日～平成元年４月１日生まれの方

●予定内容　ビデオレター、 成人式典、 タイムカプセル返還行事、 記念写真撮影

※市外に住民票のある方で、 本市の成人式に参加を希望される方は、 事前に当日の

受付名簿を作成しますので氏名、 生年月日、 連絡先 （電話番号等） を社会教育課へご連絡ください （当日

参加も受け付けます）。 なお、 市内に住民票のある方は、 連絡の必要はありません。

※成人式の案内通知等はありませんので、 ご了承ください。                          

                                                                                                    ［問］ 社会教育課☎ 63-1681

平成 21 年　成人式のご案内
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冬休み学童保育 ①荒尾中央学童クラブ　②荒尾二小学童クラブ　

③学童クラブあおば（一小）　④カンガルー学童クラブ（緑ヶ丘）

●期間　12 月 25 日 （木） ～１月７日 （水）

※日曜・祝日、12 月 29 日 （月） ～１月３日 （土）

は休館

●場所　①シオン園内海心館　

　　　　　 ②荒尾二小 （旧用務員棟）　

　　　　　 ③児童と高齢者 ・障害者交流拠点

              「あおば」 （旧青葉幼稚園内）　

 　　　　　④カンガルーハウス

※小鳩児童クラブ （桜山） は定員の都合上、 募

集を行いません。

●対象　小学生　※定員になり次第締め切り　

冬休み中、 昼間に保護者がいない児童の健全育成のお世話をします

●受付期間　12 月１日 （月） ～ 15 日 （月）

※保育料 ・ 保育時間など詳しくは各実施場所へ

お問い合わせください。

［申 ・ 問］　

①荒尾中央学童クラブ                ☎ 62-3181

②荒尾二小学童クラブ

                 ☎ 65-5200（シルバー人材センター）

                ☎ 69-0170（荒尾二小学童クラブ）

③学童クラブあおば                    ☎ 62-5500

④カンガルー学童クラブ

                     ☎ 65-8655 （カンガルー保育園）

　インフルエンザ流行の時期になりました。 そこで荒尾市では、 流行の前に 65 歳以上の人を対象に、 インフルエンザ

予防接種を実施します。 接種を希望される方は、 以下のことに留意し、 医療機関にあらかじめ電話等で予約をして接

種を受けてください。 不明なところは、 事前に医療機関に連絡し、 接種可能かどうかを確認してください。

　平成 20 年度から、 荒尾市と高齢者インフルエンザ予防接種について委託契約をする大牟田市の医療機関でも、 イ

ンフルエンザの予防接種を受けることができるようになりました。 　　　　　　　　

●対象者

　①荒尾市に住民票がある接種日当日で 65 歳以上の人

　②荒尾市に住民票がある 60 歳以上 64 歳までの人で、 身体障害者手帳 １級 （心臓、

     腎臓、 呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障がいを

     持っている人やヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能

     な程度の障がいを持っているに限る） を持っている人

●接種期間　平成 21 年１月 31 日 （土） まで

●接種場所　荒尾市内のインフルエンザ予防接種委託医療機関または大牟田市内の一部の医療機関

●接種回数　１ 回　

●接種料金　1,500 円　

　　　　　　　　 ※生活保護世帯の人は無料 （保護証明書が必要 ： 福祉課で発行）

●持ってくるもの　住所、 氏名、 生年月日が確認できる保険証

                                                                                                          ［問］ 保健センター☎ 63-1133

高齢者インフルエンザ予防接種を実施します
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▼地域包括支援センターとは　高齢者の方が健康で楽しく生活するための相談 ・ 支援をするところです。

主任ケアマネージャー ・保健師 ・社会福祉士など専門の職員が対応します。 お気軽にご相談ください。

老人介護支援センター名 住所 電話番号 担当校区

オレンジヒル小岱 荒尾市樺２５１６ ☎６８－８３００ 府本小 ・平井小 ・八幡小

慈眼苑 荒尾市荒尾１９９７ ☎６２－６４０６ 一小 ・有明小

白寿園 荒尾市一部２１２２ ☎６８－５３２２ 中央小 ・緑ケ丘小

ふじ （伊藤医院内） 荒尾市四ツ山３―５－２ ☎６２－１５２６ 二小 ・三小

ドリーム （平成ドリーム館内） 荒尾市水野１５５６ ☎６８－７７７１ 旧四小 ・清里小 ・桜山小

荒尾市地域包括支援センターからのお知らせ

［問］ 地域包括支援センター☎ 63-1177

　　　　　　　　　総合相談 ・ 支援　　　　　　　　　

　　　～さまざまな問題を解決するために～

　高齢者の皆さんやその家族、 地域住民の方な

どから介護に関する相談や心配ごと、 健康や福

祉、医療や生活に関することなどの相談を受けて、

どのような支援が必要かを把握し、 適切なサービ

ス、 機関等につなぐなどの支援をします。

　　　　　　　介護予防ケアマネジメント　　　　　　

　　　　　～自立した生活ができるために～

　要介護認定において要支援１, ２と認定された

方や介護が必要となる恐れのある方 （特定高齢

者） を対象に介護予防ケアプランの作成を行い、

サービス実施後に効果を評価し、 必要に応じて

見直しを行います。

　　　　　　　　　　　　権利擁護

　　～高齢者の皆さんの権利を守るために～

　ほかの専門機関と協働し、 高齢者虐待への対

応、 悪質な訪問販売などによる消費者被害の防

止、 成年後見制度の活用などにより高齢者の権

利を守ります。

　　　　　　包括的 ・ 継続的マネジメント　

～いつでも必要なサービスが提供されるために～

　高齢者の皆さんの心身の状態やその結果に合

わせて、 必要なサービスが提供されるようにケア

マネージャーへの指導 ・ 助言や医療機関など関

係機関との連絡調整を行います。

☆☆地域包括支援センターでは、このような仕事をしています☆☆

▼相談方法　ご相談は電話や来所のほかに、 希望によってはお宅を訪問し、 お話を伺います。 相談内容に

ついては、 秘密を厳守します。 ※相談は無料です

▼相談時間　月～金曜 （祝日 ・年末年始を除く）、 午前８時 30 分～午後５時 15 分まで

　               上記以外の時間帯は、 お住まいの地区の最寄りの老人介護支援センターへご相談ください。

　荒尾市では、 来年度に小学校へ入学されるお子さん

（平成 14 年４月２日～平成 15 年４月１日生まれ） を対

象とした 『就学時健康診断』 を毎年９月に実施してい

ますが、 まだ受診していないお子さんを対象とした、 就

学時健診を近日中に実施します。 対象のお子さんがお

～未受診の方を対象とした就学時健康診断を実施します～

られる世帯は、 教育振興課までご連絡ください。 　

　また、 近々転入された世帯で、 荒尾

市以外で就学時健診を済まされたお子

さんにつきましては対象となりません。

［問］ 教育振興課☎ 63-1659

インフルエンザ・地域包括支援センター
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●枚数　

①共用窓あき封筒　(11.8 ㎝× 22.3cm)…57,600 枚

②納税 （入） 通知書用封筒　(12 ㎝× 20 ㎝ )…49,000 枚

●掲載場所　①②とも封筒裏面　●広告掲載枠数　①②とも２枠　

荒尾市の ｢窓あき封筒 ｣に
有料広告を掲載しませんか！

　荒尾市では行財政改革の一環として、 新たな財源確保のた

め ｢ 共用窓あき封筒 ｣ と ｢ 納税 （入） 通知書用封筒 ｣ に有料

広告を掲載いただける事業者等を募集します。

●広告掲載料　単価は１枠当たり１円 （消費税および地方消費税を含む）。

　　　　　　　　　　募集枚数を乗じた額が掲載料になります。

●広告のサイズ　①共用窓あき封筒…縦７㎝×横 10 ｃｍ　②納税 （入） 通知書用封筒…縦７㎝×横 8.5 ｃｍ

●使用期間　①②とも約 1年間で使い切る予定です。

※残りが生じた場合は次年度に繰り越し、使い切ります。 なお、年度内に不足が生じても追加募集は行いません。

●募集期間　11 月 17 日 （月） ～ 12 月 15 日 （月）、 午後５時まで

※荒尾市広告掲載事業実施要綱、 荒尾市広告掲載基準、 募集要項や申込書など詳しくは荒尾市のホームペ

ージから確認またはダウンロードできます。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［申 ・ 問］ 情報課☎ 63-1294

 コンパクトで使いやすく、 県や市町村の最新統計資料も掲

載している便利な手帳です！

●主な内容　

▽日記編＝見開き 1 週間タイプ

日記欄 （1 日のメモスペースが広く、 スケジュール管理にも使

えます）、 月間予定表、 2009 年 ・ 2010 年七曜表、 過去５年

間晴雨表、 誕生石、 書簡用語など。

▽資料 ・ 名簿編＝荒尾市行政機構図、 市議会議員名簿、

納税ごよみ、 市民課窓口事務のご案内、 保健予防事業のご

案内、 指定文化財一覧表、 官公庁等連絡先一覧表、 市町

村勢一覧、 県選出国会議員名簿、 市町村別人口 ・ 面積、

中央官庁 ・ 県内主要官庁 ・ 県の機関、 東京 ・ 大阪 ・ 福岡

地下鉄路線図、 年号 ・ 西暦 ・ 年齢早見表など。

●サイズ等　15.0 ｃｍ× 9.1 ｃｍ、 レザーソフト、 こげ茶

●価格　１冊　470 円 （税込み）

●販売開始日　11 月 17 日 （月）

※昨年より販売開始日が早まりましたのでご注意ください。

●販売場所　市民総合案内窓口 （市役所１階正面玄関を入

ってすぐ）

※在庫がなくなり次第販売を終了します。

※すでに予約いただいた方は、注文冊数分を用意しています。

［問］ 情報課☎ 63-1294

2009 年版市民手帳を販売します！

●物件　宅地（約390㎡）1件（荒尾市野原）

●日時　12 月９日 （火）、 午後 1 時 30 分

●場所　市役所２階　入札室

●公売方法　一般競争入札

●持ってくるもの　公売保証金、 印鑑、

身分証明書 （運転免許証など）

※参加者が代理人の場合は、 委任者の

実印を押した委任状 ・ 委任者の印鑑証明

書・代理人の印鑑も必要となります。 また、

法人の場合には代表権を証する書面 （商

業登記事項証明書など） が必要です。

※公売開始までに滞納に係る徴収金が完

納された場合は、公売を中止します。 また、

公売代金納付期限までに滞納に係る徴収

金が完納された場合は、 売却決定が中止

されます。

※公売物件については、 事前に閲覧資料

や現地をご確認ください。

[ 問 ] 収納課☎ 63-1362

差押不動産を公売します
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診療科 月 火 水 木 金

血液内科 眞田功 － 眞田功 眞田功 －

呼吸器内科 熊大より － 高城暁 － 熊大より

腎臓内科 － 毛利友彦 松岡竜太郎 － 井上秀樹

消化器内科 － － － 中村綾子 －

神経内科 － － － － 山中信和

循環器科 梶原一郎 工藤隆志 鶴田敬一郎 梶原一郎 工藤隆志

代謝 ・ 内分泌内科
田口哲也

萩原利奈
田口哲也 田口哲也

田口哲也

萩原利奈
萩原利奈

放射線科 － 宮嵜俊幸 － － 宮嵜俊幸

消化器病センター 中村綾子 水流添周 山本真一 － 濱口裕光

内視鏡 ・ 透視検査
濱口裕光

中村綾子

山本真一

濱口裕光

中村綾子

中村綾子

白石良介

大嶋壽海

中村綾子

本多敬和

大嶋壽海

山本真一

濱口裕光

中村綾子

下田良

小児科 熊大より － 熊大より 特殊外来 熊大より

外科 大嶋壽海
大嶋壽海

勝守高士

大嶋壽海

濱口裕光

濱口裕光

水流添周

勝守高士

山本真一

整形外科
松元健一郎

二山勝也

前田勇一

松元健一郎

二山勝也

新患のみ
前田勇一

二山勝也

前田勇一

松元健一郎

形成外科 － 雑賀厚臣 － 村田八千穂 －

産婦人科
柴田三郎

松井幹夫

柴田三郎

松井幹夫

柴田三郎

松井幹夫

松井幹夫

徳永達也
柴田三郎

脳神経センター
不破功

植田裕
前原史明

不破功

（新患のみ）
不破功 不破功

麻酔科 － 松村健 － － 松村健

眼科 － － 熊大より － －

泌尿器科
浅山縁

榊田裕士

浅山縁

榊田裕士
－

浅山縁

榊田裕士

浅山縁

榊田裕士

皮膚科 － － 熊大より － －

↑
大
嶋
壽
海
院
長

荒尾市民病院のご案内
保存用　７～ 14 ページを取り外してご活用ください

荒尾市民病院　外来診療担当医表 （平成 20年 11月現在）

市民手帳、公売、荒尾市民病院

   地域がん診療連携拠点病院

      脳卒中急性期拠点病院

日本医療機能評価機構認定病院

↓
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
指
定
通
知
書
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代
謝
・
内
分
泌
内
科
は
、
糖
尿

病
、脂
質
異
常
症
（コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
）、高
尿
酸
血
症
（痛
風
）

を
扱
う
科
で
す
。
「数
年
前
か
ら
健

診
で
血
糖
値
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
症
状

が
な
い
か
ら
病
院
に
行
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
方

「
甘
い
も
の
を
控
え
れ
ば

糖
尿
病
は
す
ぐ
治
る
」
と
思
わ
れ

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
確
か
に

異
常
値
が
出
て
即
、
病
気
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
未
治
療
の
ま
ま
だ

と
数
年
後
に
突
然
血
管
の
病
気
に

襲
わ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
も
よ
く

聞
き
ま
す
。
糖
尿
病
も
脂
質
異
常

症
も
起
こ
る
病
気
は

「
全
身
に
及

ぶ
血
管
病
」
で
あ
り
、
発
症
し
た

と
き
は
既
に
手
遅
れ
＝
致
命
的
や

寝
た
き
り
、
の
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
ど
ち
ら
も
遺
伝
な
ど
の
体

質
と
、
生
活
習
慣
の
要
因
が
関
連

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

は
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
原
因
の
タ

イ
プ
が
増
え
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
高
脂
肪

食
の
摂
取
過
剰
と
、
運
動
不
足
に

よ
る
消
費
カ
ロ
リ
ー
の
減
少
か
ら
、

内
臓
脂
肪
の
蓄
積

（
ウ
エ
ス
ト
径
の

 

代
謝
・
内
分
泌
内
科

診
療
科
等
を
紹
介
し
ま
す

増
加
）
が
お
こ
り
、
こ
こ
か
ら
分
泌

さ
れ
る
悪
玉
物
質
が
血
糖
、
脂
質

の
代
謝
を
妨
げ

（
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗

性
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
病
気
が

生
じ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
生
活
習
慣
の
改
善
を
は
じ

め
、
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
に
負

け
な
い

「
病
気
と
の
つ
き
あ
い
方
」

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？　

そ
の
他
、
甲
状
腺
、
副
腎
な
ど
の

ホ
ル
モ
ン
の
病
気
も
扱
っ
て
い
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

代
謝
・内
分
泌
内
科
は
「血
糖
値
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
が
高
い
、
あ

る
い
は
気
に
な
る
」
「
甲
状
腺
が
腫

れ
て
い
る
」
「
ホ
ル
モ
ン
の
病
気
が
疑

わ
れ
る
」
と
き
の
担
当
科
で
す
。

　

循
環
器
内
科
は
血
液
の
循
環
に
関

係
す
る
臓
器

（
心
臓
、
血
管
）
に

起
き
る
病
気

（
循
環
器
疾
患
）
を

扱
う
内
科
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
簡

単
に
言
え
ば

「
心
臓
内
科
」
と
言

え
ま
す
。
取
り
扱
う
疾
患
は
、
急

性
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
心
不
全
、

不
整
脈
発
作
等
の
各
種
心
臓
病
の

ほ
か
、
高
血
圧
、
大
動
脈
の
病
気

が
主
な
も
の
で
す
。
ま
た
荒
尾
市

民
病
院
は
日
本
循
環
器
学
会
認

定
循
環
器
専
門
医
研
修
施
設
で
あ

り
、 

テ
レ
ビ
放
送
等
で
よ
く
あ
る
、

　

呼
吸
器
内
科
は
気
管
支
か
ら
肺

に
か
け
て
の
呼
吸
を
つ
か
さ
ど
る
器

官
に
つ
い
て
専
門
的
に
治
療
を
行

う
診
療
科
で
す
。
主
な
疾
患
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
原
菌
の
感
染
に
よ

っ
て
肺
に
炎
症
が
起
こ
る

「肺
炎
」、

気
管
支
の
炎
症
と
気
管
支
の
平
滑

筋
の
収
縮
に
伴
っ
て
空
気
の
通
り
道

が
狭
く
な
り
、
ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
と
い
う
音
と
と
も
に
発
作
性

の
息
苦
し
さ
を
感
じ
る

「
気
管
支

喘
息
」、
気
管
支
や
そ
の
先
に
あ

る
肺
胞
に
炎
症
が
あ
り
、
ゆ
っ
く

り
壊
れ
、肺
機
能
が
低
下
す
る
「慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）」、

喫
煙
歴
の
長
い
方
に
よ
く
み
ら
れ

る
悪
性
腫
瘍
の

「
肺
が
ん
」
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
荒
尾
市
民
病
院

で
の
肺
が
ん
の
治
療
方
法
は
、
抗

が
ん
剤
治
療
の
ほ
か
、
素
早
い
根

治
を
目
指
し
た
手
術
療
法
や
放
射

線
治
療
装
置

（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）
に

よ
る
放
射
線
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
緩
和
ケ
ア
が
必
要
な

方
に
は
、
患
者
さ
ん
が
感
じ
る
心

と
体
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
医
療
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

呼
吸
器
内
科
は

「
急
に
発
熱
し

て
咳
、
痰
が
出
る
」
「
長
引
く
咳

が
あ
る
」
「夜
間
に
咳
で
眠
れ
な
い
」

「
最
近
、
息
切
れ
が
す
る
」
「
血
痰

が
出
た
」
「
胸
が
痛
い
」
「
健
診
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
異
常
を
指
摘
さ
れ

た
」
と
き
の
担
当
科
で
す
。

　

血
液
内
科
は
血
管
内
を
流
れ
て

い
る
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
、

抗
体
、
凝
固
因
子
、
リ
ン
パ
節
お

よ
び
脾ひ

臓ぞ
う

な
ど
の
造
血
器
に
対
し
、

内
科
的
診
療
を
行
う
科
で
す
。
主

な
疾
患
は
、
血
液
中
の
赤
血
球
数

ま
た
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
が
正
常
以

下
と
な
る

「
貧
血
」、
リ
ン
パ
節
、

脾
臓
、
胸
腺
、
扁へ

ん

桃と
う

な
ど
を
含
む

リ
ン
パ
組
織
か
ら
腫
瘍
が
発
生
す

る

「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」、
血
液
中

の
白
血
球
の
一
群
が
、
異
常
に
増

殖
し
血
液
内
で
増
加
す
る

「
白
血

病
」、血
液
が
ん
の
一
種
で
あ
る
「多

発
性
骨
髄
腫
」
な
ど
で
す
。
荒
尾

市
民
病
院
で
は
血
液
内
科
指
導

医
が
常
勤
医
と
し
て
勤
務
し
て
お

り
、
日
本
血
液
学
会
の
研
修
施
設

 

血
液
内
科

 

呼
吸
器
内
科

（
非
常
勤
医
師
）

 

循
環
器
内
科

狭
心
症
患
者
等
に
対
し
て
冠
動
脈

の
狭
く
な
っ
た
部
位
を
バ
ル
ー
ン
（風

船
）
で
拡
張
す
る
経
皮
的
冠
動
脈

拡
張
術

（
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
）
や
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
植
え
込
み
等
、
高
度
医
療

を
行
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
平
成
20
年
２
月
４
日
か
ら

心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン(

Ⅰ)

施
設
の
基
準
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
、
南
病
棟
２
階
に

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
を
開

設
し
、
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
し
た
。
有

明
地
区
の
医
療
施
設
で
は
当
院
が

唯
一
の
施
設
で
す
。
さ
ら
に
、
心

臓
リ
ハ
ビ
リ
学
会
公
認
施
設
に
も

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
心

臓
病
の
患
者
さ
ん
が
、
低
下
し
た

体
力
を
回
復
し
、
自
信
を
取
り
戻

し
て
、
社
会
や
職
場
に
復
帰
し
、

さ
ら
に
心
臓
病
の
再
発
を
予
防

し
、
快
適
で
質
の
よ
い
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
運
動

療
法
、
患
者
教
育
、
生
活
指
導
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
に
参
加
す

る
包
括
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

 

対
象
と
な
る
の
は
、
心
筋
梗
塞
、

心
不
全
、
狭
心
症
、
大
血
管
疾
患
、

開
心
術
を
受
け
た
患
者
さ
ん
で
、

入
院
患
者
さ
ん
、
外
来
患
者
さ
ん

を
問
い
ま
せ
ん
。
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
は

上
記
疾
患
の
予
後
を
改
善
し
、
再

発
を
予
防
す
る
の
に
有
効
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

循
環
器
内
科
は

「
胸
が
苦
し
く

な
る
」
「
動
悸
が
す
る
」
「
息
苦
し

い
」
等
の
自
覚
症
状
や

「
血
圧
が

高
い
」
「
心
電
図
が
お
か
し
い
」
と

言
わ
れ
た
と
き
の
担
当
科
で
す
。
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認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
18
年
３
月
に
、
入
院
病
棟
に

「
準
無
菌
治
療
室
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
準
無
菌
治
療
室
は
、

現
在
３
部
屋
整
備
し
て
い
ま
す
が
、

県
北
地
域
で
は
唯
一
、
荒
尾
市
民

病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

普
通
の
病
室
と
比
較
す
る
と
、
室

内
の
空
気
中
の
ほ
こ
り
の
数
が
20
分

の
１
以
下
で
、
室
内
で
は
滅
菌
水
の

供
給
も
常
時
可
能
で
す
。
白
血
病
、

再
生
不
良
性
貧
血
、
骨
髄
異
形
成

症
候
群
な
ど
の
造
血
器
疾
患
の
初

期
治
療
で
は
、
細
菌
や
真
菌
に
よ

る
肺
炎
や
敗
血
症
な
ど
の
感
染
症

対
策
予
防
を
左
右
す
る
非
常
に
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
の

部
屋
で
は
抗
が
ん
剤
で
白
血
球
が

著
減
す
る
急
性
白
血
病
の
治
療
の

み
な
ら
ず
、
自
家
幹
細
胞
移
植
術

も
十
分
実
施
可
能
で
す
。

　

血
液
内
科
は

「ふ
ら
つ
き
、
立
ち

く
ら
み
な
ど
の
貧
血
症
状
」
「
リ
ン

パ
節
が
腫
れ
た
」
「
健
康
診
断
で
白

血
球
数
や
血
小
板
数
の
異
常
を
指

摘
さ
れ
た
」
と
き
の
担
当
科
で
す
。

ま
す
。
腎
臓
内
科
は

「
健
診
の
尿

検
査
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
」
「透

析
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

き
の
担
当
科
で
す
。

 　

泌
尿
器
科
は
尿
路

（
腎
・
尿

管
・
膀
胱
・
尿
道
）
や
前
立
腺
な

ど
に
対
す
る
疾
患
の
診
断
、
治
療

を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。
主
な
疾
患

は
、
尿
道
を
圧
迫
し
、
排
尿
障
害

を
起
こ
す

「
前
立
腺
肥
大
」、
悪

性
腫
瘍
の

「
膀
胱
が
ん
」
や

「
前

立
腺
が
ん
」、
尿
の
通
り
道
に
石
が

で
き
る

「
尿
路
結
石
症
」、
細
菌

が
尿
路
の
中
に
入
る

「
尿
路
感
染

症
」
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
前
立

腺
肥
大
の
一
般
的
な
治
療
は
、
内

服
薬
や
内
視
鏡
を
使
用
し
た
手
術

で
す
が
、
荒
尾
市
民
病
院
で
は
、

そ
の
中
間
に
位
置
す
る
治
療
と
し

て
、
金
属
製
の
ス
テ
ン
ト

（
筒
）

を
圧
迫
さ
れ
て
い
る
尿
道
に
留
置

し
、
こ
の
ス
テ
ン
ト
の
中
を
尿
が
流

れ
て
出
る
よ
う
に
す
る

「
尿
道
ス

テ
ン
ト
留
置
」
も
多
く
手
が
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
膀
胱
が
ん
治
療

と
し
て
、
早
期
の
も
の
は
内
視
鏡

手
術
で
治
療
可
能
で
す
が
、
進
行

し
た
も
の
は
放
射
線
科
と
連
携
し

て
、
薬
剤
の
動
脈
内
注
入
療
法
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
多
く

 

腎
臓
内
科
・
腎
セ
ン
タ
ー

　

腎
臓
内
科
は
血
液

（
人
工
）
透

析
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
腎

臓
と
は
腰
上
部
の
両
側
に
あ
る
そ

ら
豆
の
よ
う
な
形
を
し
た
握
り
拳

く
ら
い
の
大
き
さ
の
左
右
一
対
の

臓
器
で
、
基
本
的
な
役
割
は
血
液

中
の
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
尿

に
し
て
体
の
外
に
出
す
こ
と
で
す
。

こ
の
腎
臓
機
能
が
低
下
す
る
と
健

診
の
尿
検
査
な
ど
で
蛋
白
尿
、
あ

る
い
は
血
尿
を
指
摘
さ
れ
そ
れ
が

持
続
す
る
「慢
性
腎
炎
」や
、血
尿
・

蛋
白
尿
を
伴
い
数
カ
月
の
内
に
急

激
に
腎
臓
機
能
が
悪
く
な
る

「
急

速
進
行
性
腎
炎
」
と
な
り
、
放
っ

て
お
く
と
あ
っ
と
い
う
間
に

「腎
不

全
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
腎

不
全
に
な
る
と
、
呼
吸
困
難
、
む

く
み
、
息
切
れ
、
倦
怠
感
、
食

欲
低
下
、
傾
眠
、
不
眠
な
ど
の
尿

毒
症
症
状
が
出
た
り
、
高
カ
リ
ウ

ム
血
症
な
ど
生
命
に
危
険
を
及
ぼ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、
速
や
か
に

「
透
析
治
療
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
透
析
に
は
、

血
液
透
析
と
腹
膜
透
析
の
２
つ
が

あ
り
、
血
液
透
析
は
透
析
施
設
に

週
２
～
３
回
通
い
治
療
を
受
け
る

方
法
で
、
荒
尾
市
民
病
院
は
日
本

透
析
医
学
会
認
定
施
設
で
あ
り
、

21
人
同
時
に
血
液
透
析
が
可
能
で

す
。
腹
膜
透
析
は
透
析
液
を
お
腹

に
出
し
入
れ
し
て
自
分
で
透
析
を

行
う
方
法
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
長

一
短
が
あ
り
ま
す
の
で
、
患
者
さ

ん
と
よ
く
相
談
し
て
選
択
し
て
い

 

泌
尿
器
科

 

消
化
器
内
科
・
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー

　

消
化
器
内
科
は
、
食
べ
物
の
通

り
道
と
な
る
食
道
、
胃
、
腸
と
、

ま
た
栄
養
分
を
吸
収
す
る
た
め
に

働
く
肝
臓
、
胆
道
、
膵
臓
な
ど
消

化
器
に
つ
い
て
専
門
的
に
治
療
を

行
う
診
療
科
で
す
。
主
に
腹
痛
や

嘔
気
、
食
欲
不
振
、
下
痢
、
便
秘

な
ど
の
診
断
や
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
主
な
疾
患
は
、
胃
関
係
で
は

「
胃
潰
瘍
」
や

「
胃
が
ん
」、
腸
関

係
で
は
「十
二
指
腸
潰
瘍
」
や
「イ

レ
ウ
ス

（
腸
閉
塞
）」
「
大
腸
ポ
リ

ー
プ
」
「
大
腸
が
ん
」、
肝
臓
関
係

で
は

「肝
炎
」
や

「肝
硬
変
」
「肝

が
ん
」、胆
道
関
係
で
は
「胆
石
症
」

や

「
胆
の
う
が
ん
」、
膵
臓
関
係

で
は

「
ア
ル
コ
ー
ル
性
膵
炎
」
や

「
膵
臓
が
ん
」
等
、
消
化
器
内
科

は
急
性
・
慢
性
と
も
に
種
類
、
患

者
数
も
多
い
病
気
で
す
。
消
化
器

の
検
査
や
治
療
に
つ
い
て
は
、
消
化

器
病
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
お
り
、

胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
な
ど
を

使
い
、
消
化
器
系
疾
患
の
早
期
発

見
に
努
め
て
い
ま
す
。
治
療
に
つ
い

て
は
、
ポ
リ
ー
プ
の
場
合
、
内
視

鏡
を
使
っ
た
切
除

（
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ

ー
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

荒
尾
市
民
病
院
で
は
、
早
期
の
食

道
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
に

対
し
て
は
、
専
門
医
に
よ
る
内
視

鏡
的
粘
膜
切
開
剥
離
法

（Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

を
導
入
し
、
広
い
腫
瘍
で
あ
っ
て
も

一
度
で
き
れ
い
に
取
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
内
視
鏡
で
は
取
り
き
れ

な
い
が
ん
に
対
し
て
、
外
科
医
に

よ
る
鏡
視
下
手
術
を
積
極
的
に
行

い
、
病
院
内
連
携
に
よ
り
患
者
さ

ん
に
優
し
い
治
療
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
消
化
器
内
科
は

「
胃
部
不
快

感
、
胃
の
痛
み
、
吐
き
気
、
食
欲

不
振
な
ど
の
症
状
が
あ
る
」
「健
診

で
消
化
器
系
の
異
常
を
指
摘
を
さ

れ
た
」
と
き
の
担
当
科
で
す
。

の
患
者
さ
ん
が
膀
胱
を
摘
出
す
る

こ
と
な
く
温
存
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
荒
尾
市
民
病

院
は
日
本
泌
尿
器
科
学
会
専
門

医
教
育
施
設
で
、
最
近
注
目
さ
れ

て
い
る
尿
意
切
迫
感
を
主
症
状
と

す
る
過
活
動
膀
胱
や
、
頻
尿
・
排

尿
痛
を
伴
う
間
質
性
膀
胱
炎
な
ど

の
診
断
・
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
女
性
に
多
く
み
ら
れ
る

疾
患
で
す
。
当
科
は
男
性
の
科
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
外
来
の
お

よ
そ
３
割
は
女
性
の
方
で
す
。
泌

尿
器
科
は

「
血
尿
が
出
た
」
「
ト

イ
レ
が
近
い
」
「
排
尿
す
る
と
き
痛

み
が
あ
る
」
「残
尿
感
が
あ
る
」
「健

診
の
尿
検
査
で
異
常
を
指
摘
さ
れ

た
」
と
き
の
担
当
科
で
す
。

荒尾市民病院のご案内
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経
皮
的
椎
間
板
切
除
術
や
小
皮
切

（
内
視
鏡
と
同
じ
）
で
の
ヘ
ル
ニ
ア
摘
出

術}

で
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
前
田

医
師
に
よ
る
頚
椎
・
腰
椎
等
の
背
骨

に
関
す
る
手
術
は
、
優
れ
た
技
術
力

で
、
近
隣
で
も
特
に
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
ま
た
、
荒
尾
市
民
病
院
は

リ
ハ
ビ
リ
施
設
が
あ
り
、
術
後
は
専
任

の
理
学
療
法
士
が
筋
力
強
化
訓
練
や

歩
行
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

　

整
形
外
科
は

「
交
通
事
故
や
労

災
事
故
に
よ
る
怪
我
」
「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
怪
我
」
「高
齢
者
の
骨
粗
鬆

症
に
伴
う
怪
我
」
「
腰
痛
・
関
節

痛
が
あ
る
」
と
き
の
担
当
科
で
す
。

　

脳
神
経
セ
ン
タ
ー
は

「
脳
神
経
外

科
」
「神
経
放
射
線
科
」
「神
経
内
科
」

を
集
め
た
部
署
で
、
脳
、
脊
髄
、
末

梢
神
経
系
を
含
め
た
神
経
系
全
般
の

疾
患
に
つ
い
て
専
門
的
に
治
療
を
行

う
診
療
科
で
す
。
脳
神
経
セ
ン
タ
ー

で
取
り
扱
う
疾
患
と
し
て
は
、
脳
卒

中

（
脳
血
管
障
害
）、
頭
部
外
傷
、

頭
痛
な
ど
が
主
た
る
疾
患
で
す
。
脳

卒
中
に
は
、
高
血
圧
性
脳
内
出
血
、

く
も
膜
下
出
血
、
脳
梗
塞
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
頭
部
外
傷
に
は
、
外
傷

に
よ
る
頭
蓋
内
出
血
、
脳
挫
傷
、
慢

性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
疾
病
と
し
て
は
、
頭
痛
、

 
外
科

　

当
院
は
、
平
成
20
年
よ
り
、
が

ん
診
療
拠
点
病
院
と
な
り
ま
し
た

が
、
外
科
で
は
消
化
器
が
ん
、
乳

が
ん
、
肺
が
ん
、
甲
状
腺
が
ん
な

ど
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
診
断

か
ら
治
療
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
の
全
身
の

状
態
と
が
ん
の
進
行
度
に
応
じ
て
、

内
視
鏡
的
治
療
、
鏡
視
下
手
術
、

開
腹
、
開
胸
手
術
、
化
学
放
射

線
療
法
、
緩
和
医
療
な
ど
を
適
切

に
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
最
適
な
オ
ー
ダ
メ
イ
ド
の

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
道
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
に

対
す
る
内
視
鏡
的
切
除
（Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
や
、

鏡
視
下
手
術
に
は
特
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
先
生
方
に
指

導
を
受
け
、
高
度
な
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
で
、
根
治
性
を
損
な
う
こ
と

な
く
、
体
に
優
し
い
が
ん
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
胆
石
症
、
総
胆
管
結
石

症
、
急
性
虫
垂
炎
、
鼠そ

径け
い

ヘ
ル
ニ
ア
な

ど
の
良
性
疾
患
に
対
し
て
も
、
鏡
視

下
手
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

傷
が
小
さ
く
術
後
の
痛
み
が
少
な
い
、

回
復
が
早
い
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
科
は

「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
無

い
体
の
痛
み
が
あ
る
」
「
が
ん
検
診
で
腫

瘍
が
見
つ
か
っ
た
」
と
き
の
担
当
科
で
す
。

　

麻
酔
科
は
手
術
の
際
に
立
ち
会
う

医
師
の
中
で
、
麻
酔
を
専
門
に
行
う

診
療
科
で
す
。
市
民
病
院
で
行
わ

れ
る
全
て
の
全
身
麻
酔
と
一
部
の
局

所
麻
酔
を
担
当
し
て
お
り
、
麻
酔
科

医
が
常
勤
し
て
い
る
た
め
、
安
心
し

て
長
時
間
に
及
ぶ
手
術
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
全
身
麻
酔
施
行
中
の
患
者

さ
ん
は
、
手
術
と
い
う
刺
激
を
体
に

受
け
る
だ
け
で
な
く
、
麻
酔
と
い
う

刺
激
を
も
体
に
受
け
る
た
め
さ
ま
ざ

ま
な
医
学
的
な
反
応
が
患
者
さ
ん
に

起
こ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
血
圧
が
上

昇
し
す
ぎ
た
り
、
逆
に
下
が
り
過
ぎ

た
り
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
う
ま
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
と
手
術
中
、
も

し
く
は
手
術
後
の
患
者
さ
ん
の
生
命

に
影
響
が
及
び
ま
す
。
当
然
、
痛

み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
必
要
で
、
麻
酔

科
医
は
手
術
前
か
ら
患
者
さ
ん
を

診
察
し
て
患
者
さ
ん
の
状
態
を
把
握

し
て
、
手
術
中
は
も
ち
ろ
ん
手
術
後

も
患
者
さ
ん
を
診
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
重
症
な
患
者
様
は
、
手
術
後

も
救
急
・
集
中
治
療
室

（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

と
い
う
と
こ
ろ
で
軽
快
す
る
ま
で
麻

酔
科
医
が
責
任
を
持
っ
て
治
療
に
あ

た
り
ま
す
。
も
う
一
つ
、
麻
酔
科
医

が
行
う
仕
事
に
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
い
っ
て
、
痛
み
に
関
す
る
外
来
の

仕
事
が
あ
り
ま
す
。
麻
酔
科
医
が

専
門
と
す
る
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
の
手
法

を
用
い
て

「
帯
状
疱
疹
痛
」
「
腰
下

肢
痛
」
等
の
治
療
を
主
に
行
っ
て
い

ま
す
。
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、

神
経
の
近
く
に
針
を
刺
し
、
神
経
を

一
時
的
に
麻
痺
さ
せ
る
方
法
で
、
ブ

ロ
ッ
ク
施
行
後
30
～
60
分
ほ
ど
安
静

に
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
、
ご
自
分

で
帰
宅
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

整
形
外
科
は
骨
、
軟
骨
、
関
節
、

筋
肉
、
靭
帯
な
ど
人
が
立
っ
た
り
、

座
っ
た
り
、
歩
い
た
り
す
る
時
に
働
く

器
官
に
つ
い
て
専
門
的
に
治
療
を
行
う

診
療
科
で
す
。
主
な
疾
患
は
手
や
足

等
の

「
骨
折
」、
首
や
腰
等
の

「
ヘ
ル

ニ
ア
」、
慢
性
の

「
関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
」

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
治
療
法
と
し

て
は
、
保
存
療
法
と
手
術
療
法
が
あ

り
、
ま
ず
で
き
る
だ
け
手
術
を
し
な

い
で
、
薬
や
運
動
な
ど
に
よ
っ
て
治
す

保
存
療
法
を
行
い
ま
す
。
手
術
が
必

要
な
場
合
は
、
代
表
的
な
手
術
と
し

て
骨
折
の
場
合

「
骨
接
合
術
」
や
、

人
工
物
で
で
き
た
骨
頭
に
置
き
か
え

る

「
人
工
骨
頭
置
換
術
」
等
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
は
現
在
、

薬
で
激
痛
も
軽
く
で
き
る
た
め
手
術

療
法
の
適
応
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
す
る
と
き
は
最
先
端
の
治
療
法

 

麻
酔
科

 

整
形
外
科

 

脳
神
経
セ
ン
タ
ー

め
ま
い
、
け
い
れ
ん
発
作
、
脳
腫
瘍

な
ど
の
病
気
を
治
療
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
３
大
死
因
の
一
つ
で
あ
る
脳

卒
中
は
、
短
時
間
の
間
に
症
状
が
進

む
事
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ

ん
は
救
急
車
で
来
院
さ
れ
ま
す
。
脳

卒
中
が
疑
わ
れ
た
場
合
は
、
ま
ず
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
あ
る
い
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を

緊
急
に
行
い
ま
す
。
診
断
が
つ
い
た

あ
と
は
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
治
療

を
開
始
し
ま
す
。
脳
梗
塞
は
主
と
し

て
薬
剤
に
よ
る
治
療
を
行
い
ま
す
。

最
近
、
発
病
か
ら
３
時
間
以
内
に
投

与
す
れ
ば
、
片
麻
痺
な
ど
の
症
状
が

速
や
か
に
改
善
す
る
t
Ｐ
Ａ
と
い
う

薬
剤
が
我
が
国
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
院
の
救
急
外

来
で
も
10
数
例
の
方
に
投
与
し
良
い

結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
く
も
膜

下
出
血
や
脳
内
出
血
は
、
年
令
や

症
状
の
強
さ
、
患
者
さ
ん
の
状
態
な

ど
に
よ
っ
て
、
手
術
を
行
う
か
薬
物

療
法
を
行
う
か
、
慎
重
に
検
討
し
て

治
療
を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
荒
尾
市
民
病
院
が
県
内

外
よ
り
特
に
高
い
評
価
を
得
て
い

る
の
が

「
脳
脊
髄
液
減
少
症

（
低

髄
液
圧
症
候
群
）」
の
診
断
と
治

療
で
す
。
脳
脊
髄
液
が
体
内
で
漏

れ
る
こ
と
に
よ
り
減
少
し
、
頭
痛
、

め
ま
い
、
集
中
力
低
下
、
記
憶
力

低
下
等
を
引
き
起
こ
す
状
態
を
脳



  11  広報あらお  Ｈ 20.11.15 

脊
髄
液
減
少
症
と
言
い
ま
す
。
交

通
事
故
に
よ
る
む
ち
打
ち
損
傷
や

ス
ポ
ー
ツ
外
傷
な
ど
が
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

治
療
法
は
、
髄
液
が
漏
れ
て
い
る

穴
を
、
患
者
さ
ん
自
身
の
血
液
を

注
入
す
る
事
に
よ
り
、
ふ
さ
ぐ
と

い
う
画
期
的
な
治
療
法
で

「
ブ
ラ
ッ

ド
パ
ッ
チ
療
法
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
文
字
通
り
、
血
液
に
よ
り
パ
ッ

チ
を
あ
て
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
特
殊
な
治
療
法
に
よ
り
、

数
多
く
の
患
者
さ
ん
の
笑
顔
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

荒
尾
市
民
病
院
で
は
、
脳
神
経

外
科
専
門
医
、
脳
卒
中
認
定
医
が

常
勤
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
日

本
脳
神
経
外
科
学
会
研
修
指
定

病
院
、
日
本
脳
卒
中
学
会
認
定

研
修
教
育
病
院
、
熊
本
県
脳
卒

中
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
専
門
的
に
訓
練
さ
れ
た
看
護

師
の
い
る
集
中
治
療
室
で
、
他
診

療
科
医
師
と
の
十
分
な
連
携
を
保

ち
な
が
ら
、
き
め
細
か
い
治
療
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
入
院
翌
日
よ

り
、
理
学
・
作
業
療
法
士
に
よ
る

運
動
療
法
や
言
語
聴
覚
士
に
よ
る

言
語
療
法
等
、
積
極
的
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
無
い

頭
痛
が
あ
る
」
「め
ま
い
や
吐
き
気

が
続
く
」
「手
足
の
力
が
入
り
に
く

い
」
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
24
時
間
体
制
で
対
応
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
遠
慮
無
く
受
診
さ

れ
て
く
だ
さ
い
。

病
理
検
査
を
担
当
す
る
部
門
で
、

担
当
者
は
医
師
の
資
格
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
こ
の
病
理
検
査
を
担

当
す
る
専
門
の
病
理
医
は
非
常
に

数
が
少
な
く
、
熊
本
県
に
は
23
人

し
か
お
り
ま
せ
ん
。
現
役
を
引
退

し
た
方
や
検
査
医
と
し
て
開
業
し

て
い
る
医
師
を
除
く
と
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
規
模
の
大
き
な
病
院
に
勤

務
し
て
お
り
、
市
民
病
院
は
県
北

部
で
唯
一
、
病
理
診
断
を
専
門
と

す
る
医
師
が
い
る
病
院
で
す
。
病

理
診
断
と
は
、
例
え
ば
検
査
で
胃

に
ポ
リ
ー
プ
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、

こ
れ
が
良
性
な
の
か
悪
性
な
の
か

を
診
断
し
、
今
後
の
治
療
方
針
を

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
胃
の
ポ
リ

ー
プ
が
悪
性
、
つ
ま
り

「
胃
が
ん
」

と
分
か
り
、
手
術
が
必
要
と
な
る

と
胃
を
ど
れ
だ
け
切
除
す
る
の
か
、

ま
た
、
ど
れ
く
ら
い
の
リ
ン
パ
節
を

取
る
と
胃
が
ん
を
治
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
手
術
中
に
胃
や
リ
ン
パ
節
の

組
織
を
採
っ
て
急
い
で
顕
微
鏡
で
見

て
、
胃
が
ん
が
残
っ
て
い
る
か
ど
う

か
？
転
移
が
あ
る
か
ど
う
か
？
な

ど
を
判
断
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

病
理
診
断
を
専
門
と
す
る
貴
重
な

医
師
が
い
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高

い
医
療
を
地
域
住
民
の
方
に
提
供

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

産
婦
人
科

　

女
性
の
一
生
の
間
に
は
女
性
特
有

の
多
く
の
健
康
上
の
問
題
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
婦
人
科
は
こ

う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
や
悩

み
事
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
診
療

科
で
す
。
具
体
的
に
は
、
思
春
期
の

月
経
異
常
・
妊
娠
や
出
産
、
産
後
の

問
題
・
子
宮
筋
腫
や
子
宮
内
膜
症
・

子
宮
が
ん
や
卵
巣
が
ん
な
ど
の
悪
性

腫
瘍
・
更
年
期
の
体
調
異
常
・
老
年

期
の
心
配
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
病

気
で
悩
ん
で
い
る
方
の
た
め
に
、
手

術
療
法
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療

法
な
ど
の
治
療
法
を
駆
使
し
て
治
療

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
病
院

は

「
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
研
修

指
定
病
院
」
で
あ
り
、
特
に
婦
人
科

が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
は
高
い
評
価
と

信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
科

で
は
貴
重
な
生
命
の
誕
生
を
、
安
全

で
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
で
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
産
婦
人

科
は

「
妊
娠
し
た
」
「
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
無
い
下
腹
部
の
痛
み
が

あ
る
」
「
婦
人
科
が
ん
検
診
で
腫
瘍

が
見
つ
か
っ
た
」
と
き
の
担
当
科
で
す
。

　

放
射
線
科
の
診
療
は
、
大
き
く
分

け
て
、
１
画
像
診
断
、
２
放
射
線

治
療
、
３
血
管
内
治
療
の
部
門
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
１
画
像
診
断
で
は
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
は
じ
め
、
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
超
音
波

（
Ｕ
Ｓ
）
検
査
、

Ｒ
Ｉ

（
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
）
検

査
等
を
行
い
、
病
気
の
正
確
な
診

断
や
ス
テ
ー
ジ
ン
グ

（
病
気
の
広
が

り
診
断
）
を
行
い
ま
す
。
当
院
の
Ｍ

Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
は
い
ず
れ
も
３
次
元
表

示
も
可
能
な
高
性
能
装
置
を
完
備

し
て
い
ま
す
。
２
放
射
線
治
療
で
は
、

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線

（
X
線
や
電

子
線
）
を
発
生
す
る
医
療
機
器

（リ

ニ
ア
ッ
ク
）
を
用
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

が
ん
や
良
性
の
病
変
を
治
療
し
ま

す
。
放
射
線
治
療
は
、
メ
ス
に
よ
る

手
術
と
は
異
な
り
、
体
に
傷
跡
が

残
ら
ず
、
機
能
温
存
も
で
き
ま
す

の
で
、
最
近
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
当
院
は
熊
本
県
北
部
で
は
唯

一
の
放
射
線
治
療
が
可
能
な
病
院

で
す
。
３
血
管
内
治
療
と
は
、
カ
テ

ー
テ
ル
と
い
う
細
長
い
管
腔
状
の
医

療
器
具
を
血
管
内
に
挿
入
し
、
抗

が
ん
剤
を
は
じ
め
と
し
た
薬
剤
を
注

入
し
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
で
す
。

血
管
内
治
療
は
、
高
濃
度
の
薬
剤

を
効
率
よ
く
病
気
に
し
み
こ
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
高
い
治
療
効
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
院
に
は
、
日
本
医

学
放
射
線
学
会
認
定
の
放
射
線
科

専
門
医
が
在
籍
し
て
お
り
、
安
全

で
、
正
確
な
診
断
と
治
療
を
、
迅

速
に
行
う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
科
は
、
か
か
り
つ
け
の
先

生
か
ら

「
画
像
診
断
」
や

「
放
射

線
治
療
」
「
血
管
内
治
療
」
を
す

す
め
ら
れ
た
と
き
や
、
健
診
機
関

等
か
ら

「画
像
診
断
に
よ
る
精
査
」

を
す
す
め
ら
れ
た
と
き
の
担
当
科

で
す
。
当
科
で
は
完
全
予
約
制

を
採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
院

の
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（☎
62
・

４
５
４
３
）
へ
ご
連
絡
し
て
い
た
だ

き
、
予
約
を
さ
れ
て
か
ら
受
診
さ

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

臨
床
病
理
科
と
は
聞
慣
れ
な
い

名
前
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に

こ
の
科
を
持
っ
て
い
る
病
院
は
非
常

に
少
な
い
の
で
す
。
病
理
検
査
と
い

う
言
葉
自
体
は
、
外
科
や
内
科
な

ど
の
い
ろ
い
ろ
な
部
門
の
医
師
が
、

胃
や
大
腸
、
気
管
支
な
ど
の
検
査

の
後
に

「
組
織
を
病
理
検
査
で
詳

し
く
調
べ
ま
す
」
と
説
明
す
る
の

を
お
聞
き
に
な
っ
た
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
臨
床
病
理
科
は
、
そ
の

 

放
射
線
科

 

臨
床
病
理
科
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け
目
立
た
な
い
、
き
れ
い
な
傷
跡
」

と
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

皮
膚
科
で
は
、
毎
週
水
曜
に
皮

膚
、
体
表
粘
膜
、
毛
髪
、
爪
に
起

こ
る
一
般
的
な
皮
膚
科
外
来
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ

ー
性
疾
患
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

皮
膚
疾
患
と
ひ
と
口
に
言
い
ま
し

て
も
、
湿
疹
、
じ
ん
麻
疹
、
あ
ざ
、

水
虫
そ
の
他
の
感
染
症
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

化
社
会
に
伴
い
、
皮
膚
が
ん
も
急

増
し
て
お
り
、
皮
膚
の
病
気
も
や

は
り
早
期
発
見
、
正
確
な
診
断
、

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
皮
膚
疾

患
は
体
の
表
面
に
あ
り
、
目
に
見

え
る
だ
け
に
、
早
期
発
見
が
比
較

的
容
易
で
す
。
ま
た

「
皮
膚
は
内

臓
を
う
つ
す
鏡
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
皮
膚
の
病
気
か
ら
、
内
科
的

な
病
気
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
も
、

他
科
と
連
携
し
て
治
療
し
て
い
き

ま
す
。
皮
膚
病
の
主
な
治
療
法
は

外
用
療
法
や
内
服
療
法
か
ら
、
皮

膚
腫
瘍
の
場
合
は
腫
瘍
が
良
性
か

悪
性
か
を
診
断
し
皮
膚
腫
瘍
切
除

術
等
の
手
術
療
法
や
放
射
線
療
法

　

小
児
科
で
は
、
毎
週
月
・
水
・

金
曜
に
非
常
勤
医
師
に
よ
る
一
般

的
な
小
児
外
来
診
療
を
、
ま
た

毎
週
木
曜
の
午
後
は
予
約
制
で
再

来
患
者
様
の
専
門
的
な
診
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
主
な
小
児
科
疾
患

は
感
冒

（
か
ぜ
）、
発
熱
、
胃
腸

炎
、
喘
息
、
じ
ん
麻
疹
な
ど
で
す
。

常
勤
医
師
が
不
在
の
た
め
荒
尾
市

民
病
院
に
は
小
児
科
が
な
い
の
で

は
？
と
思
わ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
前
記
の
診
療
日

で
し
っ
か
り
外
来
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た

「
平
日
夜
間
小
児
救

急
診
療
」
に
つ
い
て
は
、
荒
尾
市

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
当
番
制

で
平
日
午
後
７
時
か
ら
午
後
10
時

ま
で
市
民
病
院
救
急
外
来
等
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
実
施

表
に
つ
い
て
は
、毎
月
１
日
号
の
『広

報
あ
ら
お
』
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
小
児
科
を
受
診
す
る
目

安
と
し
て
「食
欲
」
「機
嫌
」
「睡
眠
」

「
快
便
」
の
４
つ
の
子
ど
も
の
健
康

徴
候
を
観
察
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
「
食
欲
が
無
く
ぐ
っ

た
り
し
て
い
る
」
「
う
と
う
と
し
て

眼
の
動
き
が
悪
い
」
「う
め
き
声
が

聞
こ
え
る
」
「
５
分
以
上
け
い
れ
ん

が
続
く
」
「
毒
物
等
を
誤
飲
し
た
」

と
き
な
ど
は
早
め
の
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

形
成
外
科
で
は
、
毎
週
火
・
木

曜
の
午
後
か
ら
非
常
勤
医
師
に
よ

る
一
般
的
な
形
成
外
科
外
来
診
療

や
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
形
成

外
科
は
、
か
ら
だ
の
表
面
に
あ
る

皮
膚
や
皮
下
脂
肪
、
筋
肉
の
外
傷

や
腫
瘍
な
ど
を
治
療
対
象
と
し
、

機
能
や
形
態
の
回
復
を
考
慮
し
な

が
ら
、
生
ま
れ
つ
き
の
病
気
や
、

け
が
、
が
ん
な
ど
で
変
形
し
た
り
、

失
わ
れ
た
り
し
た
体
の
表
面
や
骨

格
の
異
常
を
、
形
成
外
科
的
手
術

手
技
に
よ
り
健
常
に
近
い
状
態
に

戻
し
て
、
患
者
さ
ん
の
社
会
生
活

の
質
的
向
上
に
貢
献
す
る
専
門
領

域
で
す
。
主
な
疾
患
は
外
傷

（
交

通
事
故
等
に
よ
る
顔
面
骨
骨
折
な

ど
）
・
熱
傷

（や
け
ど
）
・
皮
膚
腫

瘍

（
で
き
も
の
）
・
潰
瘍

（
床
ず

れ
）
・
術
後
欠
損

（
で
き
も
の
等

と
っ
た
後
の
再
建
）・先
天
奇
形
（唇

裂
・
口
蓋
裂
、
耳
介
・
外
鼻
の
変

形
欠
損
な
ど
）
な
ど
で
す
。
治
療

方
針
は
他
科
と
の
連
携
を
大
切
に

し
、
患
者
さ
ん
と
十
分
に
相
談
の

上
で
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん

な
小
さ
い
傷
に
で
も

「
で
き
る
だ

な
ど
最
適
な
方
法
を
患
者
さ
ん
と

と
も
に
選
ん
で
治
療
し
ま
す
。
ま

た
、
患
者
さ
ん
の
体
質
に
応
じ
た

食
事
指
導
や
生
活
指
導
を
助
言
し

て
い
ま
す
。

　

眼
科
で
は
、
毎
週
水
曜
に
一
般

的
な
眼
科
外
来
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
眼
の
病
気
に
は
、
大
別
し

て
レ
ッ
ド
ア
イ
と
呼
ば
れ
る
感
染

性
の
も
の
と
ホ
ワ
イ
ト
ア
イ
と
呼

ば
れ
る
非
感
染
性
の
も
の
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
レ
ッ
ド
ア
イ
と
は
、

そ
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
目
が
赤

い
状
態
で
、
主
に
結
膜
炎
な
ど
を

示
し
て
い
ま
す
。
一
方
ホ
ワ
イ
ト

ア
イ
と
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
動

脈
硬
化
な
ど
の
全
身
性
の
疾
患
か

ら
起
こ
る
眼
の
病
気
を
指
す
も
の

で
、
眼
に
異
常
が
あ
る
時
は
、
全

身
疾
患
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
高

血
圧
や
糖
尿
病
の
方
は
一
度
、
眼

科
検
診
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
目
の
病
気
の
な
か

に
は
、
自
覚
症
状
が
あ
ま
り
な
い

ま
ま
進
む
も
の
も
あ
り
ま
す
。
目

に
、
少
し
で
も
何
ら
か
の
異
常
や

症
状
を
感
じ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ

を
放
置
し
て
い
る
と
、
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。
見
え
に
く
く
な

っ
て
き
た
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
の
症

状
を
感
じ
た
ら
、
自
分
で
勝
手
に

判
断
せ
ず
に
、
眼
科
医
に
よ
る
検

診
を
受
け
、
自
分
の
目
の
健
康
状

態
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
特

に
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
用
し
て

い
る
方
は
、
大
事
な
目
に
異
物
で

あ
る
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
入
れ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
定
期
的
に
眼

科
医
に
よ
る
検
診
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

 
小
児
科

（
非
常
勤
医
師
）

 

形
成
外
科

（
非
常
勤
医
師
）

 

皮
膚
科

（
非
常
勤
医
師
）

 

眼
科

（
非
常
勤
医
師
）

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人

間
ド
ッ
ク
を
始
め
と
し
て
、
生
活

習
慣
病
予
防
健
診

（
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
項
目
を
網
羅
）
と
が
ん

検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
元
気
だ

っ
た
人
が
あ
る
日
突
然
倒
れ
た
」

こ
ん
な
話
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

「
一
見
、
元
気
そ

う
」
で
も
、
実
は
見
え
な
い
病
気

が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
に
は

「予
防
医
学
」
と

「治

療
医
学
」
が
あ
り
ま
す
が
、
現

在
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は

「
予
防

医
学
」
で
す
。
糖
尿
病
や
高
血

圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣

病
は
、
か
な
り
進
行
し
な
い
と
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
も
、

何
年
も
か
か
っ
て
進
行
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
病
気
も
早
期
に
そ
の
芽
を
み

 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・
人
間
ド
ッ
ク
室
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つ
け
て
治
療
を
始
め
れ
ば
、
治
癒

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
の
が

「
人
間
ド

ッ
ク
」
で
す
。
健
康
診
断
で
異

常
が
な
い
人
も
、
人
間
ド
ッ
ク
で

異
常
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

荒
尾
市
民
病
院
は
日
本
人
間

ド
ッ
ク
学
会
の
会
員
で
あ
り
、
疾

病
予
防
目
的
に
安
全
で
質
の
高

い
健
診
を
心
が
け
、
恵
ま
れ
た

検
査
機
器
・
医
療
設
備
を
活

か
し
た
検
診
項
目
の
提
供
と
診

療
部

（
外
来
・
病
棟
）
と
連
携

し
、
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る

体
制
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
検

査
項
目
毎
に
専
門
医
の
判
断
に

基
づ
く
結
果
で
、
注
意
や
異
常

デ
ー
タ
が
出
た
場
合
、
受
診
者

の
方
が
放
置
さ
れ
な
い
よ
う

「精

密
検
査
の
ご
案
内
」
を
郵
送
し
、

必
要
時
外
来
受
診
予
約
を
お
取

り
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
が
ん
検

診
に
限
ら
ず
早
期
受
診
が
必
要

と
思
わ
れ
る
結
果
は
、
電
話
で

ご
連
絡
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は

「職
場
の

健
康
診
断
」
「人
間
ド
ッ
ク
」
「各

種
が
ん
検
診
」
を
担
当
す
る
科

で
す
。

て
い
る
不
安
や
問
題
に
つ
い
て
、

看
護
師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
各
種
制
度
を
活
用
し
解
決
に

向
け
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
主
な
相
談
内
容
は
、
退
院

後
の
生
活
問
題
・
が
ん
に
関
す

る
相
談
・
介
護
保
険
制
度
・
障

害
者
福
祉
制
度
・
生
活
保
護
制

度
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

　

ま
た
、
病
気
や
事
故
な
ど
で

突
発
的
に
入
院
や
手
術
等
を
す

る
場
合
、
と
か
く
医
療
費
は
高

額
に
な
り
が
ち
で
、
支
払
い
に

悩
む
方
は
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

皆
様
が
お
持
ち
の
健
康
保
険
に

は
一
定
の
金
額

（
自
己
負
担
限

度
額
）
を
超
え
た
部
分
が
後
日

払
い
戻
さ
れ
る
高
額
療
養
費
制

度
、
医
療
費
の
貸
付
制
度
、
自

己
負
担
限
度
額
だ
け
を
支
払
え

ば
よ
い
限
度
額
適
用
認
定
証
等

の
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
】

　

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
は
、
荒
尾

市
民
病
院
以
外
の
医
療
機
関
に

入
院
あ
る
い
は
通
院
し
て
い
る
患

者
さ
ん
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
専
門
医
が
患
者
様
の
主

治
医
に
よ
る
診
療
情
報
提
供
書

を
も
と
に
、
診
断
や
治
療
方
法

に
つ
い
て
助
言
を
行
い
、
患
者
さ

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

【地
域
医
療
連
携
室
】

　

地
域
医
療
連
携
と
は
、
病
院
と

医
院
や
老
健
施
設
・
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
連
携
の
事
を
い
い
、

高
度
な
医
療
施
設
や
専
門
性
の
あ

る
技
術
を
持
っ
た
病
院
と
、
患
者

様
の
身
近
に
あ
る
医
院
等
が
お
互

い
の
長
所
を
活
か
し
て
連
携
し
な

が
ら
、
疾
病
の
治
療
や
早
期
発
見

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一

種
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
荒
尾

市
民
病
院
は
急
性
期
病
院
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
急
性
期
に
集

中
的
に
高
度
な
医
療
を
施
す
病

院
で
す
。
例
え
ば
、
最
初
に
か
か

り
つ
け
の
医
院
で
診
察
を
受
け
て
、

専
門
的
で
高
度
な
治
療
が
必
要
な

場
合
、
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
い
、

今
度
は
荒
尾
市
民
病
院
で
治
療
し

ま
す
。
そ
し
て
症
状
が
落
ち
着
い

た
ら
、
ま
た
か
か
り
つ
け
の
医
院

に
戻
り
治
療
を
続
け
る
と
い
う
流

れ
で
す
。
荒
尾
市
民
病
院
で
は
医

師
会
や
そ
の
開
業
医
の
先
生
方
の

ご
協
力
に
よ
り
、
病
診
連
携
が
非

常
に
良
い
環
境
の
中
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
医
療
福
祉
相
談
室
】

　

荒
尾
市
民
病
院
は
地
域
の
中
核

病
院
で
あ
り
、
受
診
さ
れ
る
患

者
様
は
比
較
的
中
重
症
の
方
が
多

く
、
健
康
で
あ
っ
た
と
き
に
は
考

え
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
に
、
専
任
の
看
護
師
と
社

会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士

の
資
格
を
も
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
が
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
致
し
ま

す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
抱
え

 

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

理
学
療
法
で
は
、
脳
卒
中
や
骨

折
等
の
患
者
さ
ん
を
中
心
に
、
身

体
的
機
能
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
筋
力
の
強
化
や
歩
行
能

力
の
改
善
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

言
語
療
法
で
は
、
発
声
訓
練
、
言

語
訓
練
、
嚥
下
訓
練
な
ど
を
行
い

ま
す
。
作
業
療
法
で
は
、
機
能
の

回
復
、
維
持
お
よ
び
開
発
を
促
す

作
業
活
動
を
用
い
て
治
療
、
指
導
、

援
助
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

患
者
さ
ん
が
持
た
れ
て
い
る
能
力
を

最
大
限
に
回
復
す
る
よ
う
に
計
画

的
に
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
２
月
に
県
北

で
初
め
て
心
臓
病
の
患
者
様
に
対

応
し
た
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

室
を
開
設
し
ま
し
た
。

ん
が
よ
り
良
い
治
療
方
針
の
決
定

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
は
、
現
在
の
診
断

や
治
療
に
関
し
て
の
意
見
を
提
供

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
主
治
医

か
ら
の
診
療
情
報
提
供
書
と
放
射

線
画
像
等
の
資
料
が
必
要
で
、
患

者
さ
ん
か
ら
の
お
話
や
主
治
医
の

資
料
の
範
囲
内
で
意
見
・
判
断
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
た
な
検

査
や
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
当
院
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
外
来
で
は
、
そ
の
場
で
当
院
へ

の
転
院
を
お
勧
め
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
当
院
へ
の
転
院
を
希

望
の
患
者
さ
ん
は
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、

荒
尾
市
民
病
院
の
外
来
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
関
す

る
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

荒尾市民病院のご案内
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16
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置
は

人
体
を
通
過
し
た
エ
ッ
ク
ス
線
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
し
て
、
身
体
の

鮮
明
な
三
次
元
の
立
体
画
像
や
断

面
の
良
好
な
画
像
を
作
成
す
る
装

置
で
す
。　

　

従
来
の
Ｃ
Ｔ
装
置
で
は
検
出
器

は
１
列
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
16
列
も
検
出
器
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
き
わ
め
て
多
量
の
情
報

を
短
時
間
に
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
一
回
の
息
止
め
で
全

身
の
検
査
が
可
能
と
な
り
、
被
曝

線
量
が
軽
減
さ
れ
、
よ
り
正
確
な

診
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
男
性
の
死
亡
原
因
第
１

位
で
あ
る
肺
が
ん
な
ど
の
早
期
発

見
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

［問
］
荒
尾
市
民
病
院　

☎
63
・
１
１
１
５

（代
表
）

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジh
ttp

://w
w

w
.

h
osp

ital.arao.k
u
m

am
oto.jp

/

医
療
機
器
を
紹
介
し
ま
す

 

16
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置

  

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置

  

血
管
造
影
装
置

  

リ
ニ
ア
ッ
ク

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ(

磁
気
共
鳴
画
像)

装
置

は
、
磁
力
を
利
用
し
て
、
全
身
の

い
ろ
い
ろ
な
部
位
の
生
体
組
織
の

微
妙
な
違
い
を
立
体
的
に
画
像
化

す
る
装
置
で
す
。　
　
　
　

　

従
来
の
検
査
で
は
困
難
だ
っ
た
脳

幹
部
か
ら
脊
髄
等
の
中
枢
神
経
系

の
診
断
や
、
一
般
の
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
で
は
描
出
不
可
能
な
炎
症
、
腫

瘍
等
も
画
像
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
特
に
造
影
剤
を
使

用
せ
ず
に
脳
の
血
管
な
ど
を
描
出

す
る
こ
と
に
非
常
に
優
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
エ
ッ
ク
ス
線
を
使
用

し
な
い
の
で
放
射
線
被
曝
が
な
く
、

検
査
時
間
も
頭
部
検
査
の
場
合
で

約
20
分
程
度
で
す
。
当
院
で
は
脳

ド
ッ
ク
等
で
は
必
ず
利
用
し
て
お

り
、
脳
血
管
障
害
や
脳
梗
塞
な
ど

早
期
の
診
断
・
治
療
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

 

血
管
造
影
装
置
は
、
全
身
の
あ

ら
ゆ
る
血
管
を
、
造
影
剤
を
使
用

し
て
映
像
化
す
る
装
置
で
す
。　
　

　

心
臓
疾
患
の
検
査
や
治
療
、
脳

疾
患
の
血
管
造
影
を
は
じ
め
、
肝

臓
疾
患
、
血
管
の
拡
張
術
な
ど
に

使
用
し
て
い
ま
す
。
特
徴
と
し
て
、

エ
ッ
ク
ス
線
透
視
像
、
血
管
造
影

像
を
観
察
し
な
が
ら
カ
テ
ー
テ
ル

と
呼
ば
れ
る
細
い
管
を
血
管
に
挿

入
し
病
気
の
検
査
・
治
療
を
行
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
つ
ま
っ
た

血
管
を
広
げ
る
、
出
血
し
た
血
管

を
つ
め
て
止
血
す
る
、
悪
性
腫
瘍

を
死
滅
さ
せ
る
な
ど
、
外
科
的
手

術
を
行
な
わ
ず
、
で
き
る
限
り
体

に
傷
を
残
さ
ず
に
治
療
す
る
こ
と

が
可
能
な
方
法
で
す
。
荒
尾
市
民

病
院
に
は
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
専

用
の
装
置
と
、
頭
部
・
腹
部
・
四

肢
の
血
管
を
造
影
す
る
装
置
の
２

台
が
あ
り
ま
す
。

 

リ
ニ
ア
ッ
ク

（放
射
線
治
療
装
置
）

は
、
エ
ッ
ク
ス
線
や
電
子
線
な
ど
の

放
射
線
を
が
ん
な
ど
に
照
射
し
て

治
療
を
す
る
機
器
で
す
。

　

放
射
線
治
療
は
、
手
術
と
同
じ

よ
う
に
、
が
ん
な
ど
の
特
定
の
病

変
部
位

（
病
気
の
場
所
）
を
取
り

除
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
た
だ

し
、
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
な

く
治
療
で
き
る
と
こ
ろ
が
、
手
術

と
異
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
病

気
の
部
位
に
到
達
す
る
ま
で
体
を

切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

術
に
比
べ
て
、
正
常
な
組
織
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
が
少
な
く
、
そ
れ
ら
の
機

能
を
残
し
た
ま
ま
治
療
で
き
る
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
治
療
を
受
け

る
際
の
体
へ
の
負
担
も
最
小
限
で

済
み
ま
す
。
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
放

射
線
治
療
は
最
近
増
加
傾
向
に
あ

り
、
年
間
150
人
く
ら
い
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒
尾
市
民
病
院
は

　

地
域
の
皆
さ
ん
に

　
　

支
え
ら
れ
て
い
ま
す

　

病
院
正
面
入
り
口
前
と
病

院
下
の
交
差
点
脇
の
花
壇
に

は
、
長
年
に
わ
た
り
活
動
さ

れ
て
い
る
花
い
っ
ぱ
い
弥
山
班

（弥
山
照
代
代
表
）
と
、
一
小

校
区
元
気
づ
く
り
委
員
会
（福

田
和
寛
委
員
長
）
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
は
地
域
の
病
院
と

し
て
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
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く
ら
し
の
情
報

老
齢
者
の
所
得
税
、
地
方
税
法

上
の
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

無
料
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

荒尾市民病院、くらしの情報

　

老
齢
者
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法

施
行
令
、
地
方
税
法
施
行
令
の
規

定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
等
の
ほ
か
、

身
体
障
が
い
者
に
準
ず
る
と
し
て

福
祉
事
務
所
長
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
が
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

荒
尾
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
の
う

ち
、
ほ
ぼ
寝
た
き
り
状
態
の
方
で

一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
方

に
「障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

●
日
時　

12
月
３
日(

水)

、　

午
前

10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

市
役
所
２
階
21
号
会
議

室●
相
談
員　

法
務
局
職
員
、
人
権

擁
護
委
員

●
相
談
内
容　

家
庭
内
・
近
隣
間

等
の
も
め
ご
と
、
相
続
・
金
銭
問

題
等
で
の
悩
み
ご
と
、
い
じ
め
・

損保ジャパン 独立・開業を目指す方を募集します

　損保ジャパンではプロ代理店として独立・開業を目指す方を募集しています。３年間、

損保ジャパンの社員として保険知識や開業に必要な知識を習得後、独立していただきます。

お問い合わせは、荒尾地区担当の損保ジャパン熊本北支社

ＴＥＬ　０９６８（７４）４８５５　担当　中島・古賀　まで是非どうぞ。

ホームページ　http://www.sompo-japan.co.jp

［有
料
広
告
］

12
月
の
議
会
日
程

　

12
月
の
市
議
会

（
定
例
会
）
は
、

次
の
日
程
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

▽
12
月
1
日

（月
）

本
会
議

［
開
会
／
決
算
特
別
委

員
長
報
告
、
提
案
理
由
説
明
］

▽
12
月
２
日

（火
）
～
５
日

（金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
研
究

▽
12
月
６
日(

土)

・
７
日

（日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
日

▽
12
月
８
日

（月
）
～
10
日

（水
）

本
会
議[

質
疑
・
一
般
質
問] 

▽
12
月
11
日

（木
）
・
12
日

（金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
会

▽
12
月
13
日

（土
）
・
14
日

（日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
日

▽
12
月
15
日

（月
）
・
16
日

（火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
整
理

▽
12
月
17
日

（水
）

本
会
議

［
委
員
長
報
告
／
質
疑
・

討
論
・
表
決
／
閉
会]

［問
］
議
会
事
務
局

☎
63
・
１
６
２
８

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
に｢

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

｣

の
全
国
一
斉
強
化
週
間
を
実
施

し
ま
す
。

●
相
談
内
容　

夫
婦
、
親
子
問
題
、

Ｄ
Ｖ
、
女
性
差
別
等
、
女
性
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

●
期
間　

11
月
17
日(

月)

～
23

日(

日
・
祝)

●
時
間　

▽
平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

▽
土
・
日
曜　

午
前
10
時
～
午
後

５
時

●
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
職
員

［
問
］
女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用

電
話
☎
０
５
７
０
・
070
・
810

行
政
協
力
員
の
交
替

　

11
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
を

行
政
協
力
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
し

た
。

●
住
吉
町
区

中
西　

秀
行
さ
ん
☎
64
・
１
４
４
８

　　

前
任
の
中
西
幸
子
さ
ん
に
は
、

長
い
間
市
政
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［問
］
総
務
課
☎
63
・
１
２
０
９

を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
等

と
同
様
に
所
得
税
、
地
方
税
上
の

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
認
定
書
の
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
税
の
申
告
を
さ
れ

る
ご
本
人
の
印
鑑
と
対
象
者
の
方

の
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
福
祉
課

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

［
問
］
福
祉
課
☎
63
・
１
４
０
６

差
別
等
の
人
権
問
題
、
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
心
配
事
や
悩
み
ご
と
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

[

問]

人
権
啓
発
課

☎
62
・
１
３
１
３
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各
種
相
談

【
無
料
法
律
相
談
】　

①
12
月
４
日

（
木
）
②
12
月
18
日

（
木
）、
午
後
１
時
～
４
時
／
市
役

所
総
合
案
内
で
／
申
込
受
付
…
①

11
月
21
日
（金
）
～
12
月
３
日
（水
）

②
12
月
５
日

（金
）
～
17
日

（水
）

／
予
約
先
着
８
人

［
申

・
問
］
総
合
案
内

☎
63
・
１
５
０
３

【
行
政
相
談
】　

12
月
８
日

（
月
）、
午
前
10
時
～

正
午
／
市
役
所
総
合
案
内

［
申
］
総
合
案
内
☎
63
・
１
５
０
３

【
年
金
等
に
関
す
る
社
会
保
険
相

談
】　

11
月
25
日

（
火
）、
午
前
10
時
～

午
後
３
時
／
11
号
会
議
室

［
申
］
健
康
生
活
課

☎
63
・
１
３
２
７

 

国
民
年
金
基
金
は
、
公
的
年
金

制
度
で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満

で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

る
方

（
第
１
号
被
保
険
者
）
な
ら

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
（農

業
者
年
金
加
入
者
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。）

　

希
望
す
る
と
き
か
ら
い
つ
で
も
加

入
で
き
、
掛
金
は
、
性
別
、
加
入

す
る
と
き
の
年
齢
、
加
入
す
る
型

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。
加
入
年
齢

が
低
い
ほ
ど
、
少
な
い
掛
金
で
大

き
な
年
金
が
約
束
さ
れ
ま
す
。
掛

金
の
支
払
い
は
60
歳
ま
で
、
年
金

の
受
け
取
り
は
65
歳
か
ら
。
（
Ⅲ

型
は
60
歳
か
ら
）
掛
金
は
、
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
年
金
も
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
所
得
税
、
住

民
税
な
ど
税
制
上
の
優
遇
措
置
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

［
申
・
問
］
熊
本
県
国
民
年
金
基

金
☎
096
・
387
・
２
２
２
０

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
65
・
４
１
９
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://

w
w

w
.k

u
m

am
otok

ik
in

.or.jp

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除

（
非
課
税
）
の

対
象
で
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す

る
場
合
は

「
社
会
保
険
料

（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の

添
付
等
が
必
要
で
す
。
「
社
会
保

険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
は
、
11
月
上
旬
に
社

会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
の
際
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

［
問
］
社
会
保
険
庁　

控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
070
・
１
１
７

（
平
成
21
年
３
月
13
日

（
金
）
ま

で
／
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
）

荒
尾
市
は
私
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
問
し
て
い
ま
す

　

私
た
ち
は
、
熊
本
社
会
保
険
事

務
局
よ
り
委
嘱
を
受
け
て
、
被
保

険
者
等
の
お
宅
を
訪
問
し
、
国
民

年
金
保
険
料
の
収
納
や
年
金
相
談

等
を
お
受
け
す
る
国
民
年
金
推
進

員
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

↑山本マチ子推進員↑中山美栄子推進員

平
成
20
年
の
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

お
よ
び
平
成
19
年
の
年
金
加
入
状
況
の
お
知
ら
せ
の
発
行

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

［問
］
熊
本
社
会
保
険
事
務
局

玉
名
事
務
所
☎
74
・
１
６
３
８

健
康
・
保
健

・
子
育
て

第
49
回
市
民
病
院
公
開
講
座

　

前
半
は
、
心
臓
と
運
動
の
関
係

に
つ
い
て
簡
単
な
話
を
し
、
後
半

は
、
手
軽
で
効
果
的
な
運
動
に
つ

い
て
、
前
回
と
比
べ
、
も
う
少
し

運
動
量
を
ア
ッ
プ
し
た
内
容
で
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
初
め
て
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。
運
動
し
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ　

肥
満
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

対
策

（運
動
実
践
編
Ⅱ
）

①
心
臓
と
運
動
の
関
係
に
つ
い
て

②
有
酸
素
運
動
実
体
験

●
講
師　

荒
尾
市
民
病
院 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長 

鶴
田　

敬
一
郎 

先
生

●
日
時　

11
月
26
日

（水
）

午
後
３
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

市
民
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

（
南
病
棟
２
階
栄
養
指
導

室
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

※
参
加
費
は
要
り
ま
せ
ん

［問
］
市
民
病
院
看
護
部
長
室

☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
230
）
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くらしの情報、健康・保健・子育て、試験・募集・イベント

試験 ・募集 ・ イベント

●場所　メディア交流館　●講師　( 有 ) のびのびネット社員　●対象　どなたでも （初心者大歓迎！）

●定員　各講座 12人 （先着順）　●受付日時　11 月 15 日 （土） ～　（定員になり次第締め切り）

●申し込み方法　電話予約後、 ①～⑤を記入のうえ、 はがきでお申し込みください。

（①希望講座名②住所③氏名④電話番号⑤年齢）

［申 ・ 問］ メディア交流館☎ 69-0552

講座名 開講日 時間 受講料

はじめてのパソコン

（入門）
12/2 （火）、9 （火）、16 （火）、23 （火・祝）

10 ： 00 ～ 12 ： 00

3,000 円

( テキスト代別

500 円 )

エクセル 2003 初級 12/4 （木）、11 （木）、18 （木）、25 （木）

インターネット講座 12/5 （金）、12 （金）、19 （金）、26 （金） １4 ： 00 ～１6 ： 00

はじめてのパソコン

（入門）
1/7 （水）、 14 （水）、 21 （水）、 28 （水）

10 ： 00 ～ 12 ： 00

ワード 2003 初級 1/8 （木）、 15 （木）、 22 （木）、 29 （木）

メール講座 1/9 （金）、 16 （金）、 23 （金）、 30 （金） １4 ： 00 ～１6 ： 00

メディア交流館　パソコン講座 （12 ・ １月） 受講生募集

映画を観ようよ！

日時…12 月７日 ( 日 )、 午後２

時～４時／児童センター図書室で

／内容…映画 「アーサーとミニモ

イの不思議な国」 ／入場料…無

料

［問］ 児童センター☎ 63-2517

子どもの生活リズム向上全国フォ

ーラムｉｎくまもと　～みんなではじ

めよう！早ね 早おき 朝ごはん～

日時…12 月 20 日 （土）、 午前

10 時～午後４時 30 分／グランメ

ッセ熊本 （益城町） で／内容…

講演① 「子どもの発達と生活リズ

ム」 鈴木みゆき氏、 講演② 「学

力は１年で伸びる」 陰山英男氏、

シンポジウム、 ポスターセッション、

親と子の遊び ・ 体験広場 （運動

遊び体験 ・ パネルシアター ・ 睡

眠ワークショップ ・食育遊び体験・

パネル展示等） ／参加費…無料

※事前申し込みが必要な内容も

あります。 詳しい内容と申し込み

方法は、 熊本県教育委員会のホ

ームページをご覧ください。

［問］ 熊本県社会教育課

☎ 096-333-2698

中央公民館　ラタンアート（籐工芸）

自主グループ生 ・ 受講生募集

　籐 （とう） でクリスマスリース、 プ

レゼントを入れるカゴを編んで、 染

めてみませんか？ブローチ、 季節

の花、 人形もかわいいですよ！

日時…毎週火曜 （月２回）、 午

前 10 時～正午／中央公民館　

Ａ室で／月謝…1,500 円／材料

費…１回 1,500 円程度

［申 ・ 問］ 桑原☎ 64-1886

くまもとアートポリス建築展 2008

　県内各地に後世に残り得る優れ

た建造物を造り、 地域の活性化に

資する熊本独自の豊かな生活空

間を創造してきたくまもとアートポリ

ス。 くまもとアートポリスのこれまで

の成果を広く内外に紹介し、 アー

トポリスのさらなる飛躍と熊本なら

ではの魅力的な生活文化の創造

を目指すため、 くまもとアートポリス

建築展 2008 を開催します。

内容…アジア国際建築フォーラム

（11 月 21 日、 県立劇場で）、 展

覧会 （11 月 26 日～ 30 日、 県

立美術館分館）、シンポジウム （12

月８日、 場所未定） など

［問］ 熊本県建築課

☎ 096-333-2537
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荒尾市社会福祉事業団　

「秋の感謝祭」

　ご家族連れで楽しいひとときをど

うぞ！

日時…11 月 22 日 （土） ～ 23

日 （日 ・ 祝）、 午前 10 時～午

後３時／福祉村グラウンドで／内

容…翌檜窯 ・ 陶工房リベルテ ・

合同窯開き （陶器類全品 10％

OFF）、 花苗 （パンジー、 葉ボタ

ン、ノースポール、ストック等、秋・

冬の花苗） 多数用意、 ステージ

イベント ・ 食品バザー （ラーメン、

うどん、 焼きそばほか） など盛りだ

くさん！！ビンゴゲーム大会で掘り

出し物の陶器が当たります。

［問］ 荒尾市社会福祉事業団

☎ 62-7931

第４回荒尾小岱杯少年野球

（創団 20 周年記念） 大会

　荒尾中央ジュニアスターズは、

創団 20 周年を迎えます。 本大

会は、 平成 15 年度荒尾中央ジ

ュニアスターズ 15 周年記念少年

野球大会を基に始まり、 平成 17

年度より 「荒尾小岱杯少年野球

大会」 と改めて、 今年も県内外よ

り 36 チームが集まり開催します。

　少年野球の普及と県内外のチー

ムの交流を深め、 野球技術の向

上と社会教育の一環として少年が

スポーツに親しみ健全な心身を育

成することを目的とした大会です。

日時…11 月 22 日 （土） ～ 24

日 （月 ・ 振休） ※予備日 29 日

（土）、 30 日 （日） ／野球場、

ソフトボール球場、 多目的広場ほ

かで／主催…荒尾中央ジュニア

スターズ

［問］ 事務局　黒岩☎ 66-1355

平成 20 年度 （後期）

ビジネス ・ キャリア検定試験

　職業能力開発協会では、 平成

19 年度から公的資格試験としてリ

ニューアルされた 「ビジネス ・ キ

ャリア検定試験」 を実施していま

す。

【ビジネス ・ キャリア検定試験の

概要】

　ビジネス ・ パーソンの職務を広く

網羅した唯一の 「公的資格試験」

です。 試験は１ ・ ２級および３級

のレベルに体系化され、 実務に即

した専門的知識 ・ 能力を客観的

に評価します。 企業では社員の実

務能力の客観的な評価や人材開

発等に、個人にとっては、キャリア・

アップなどに幅広く活用できます。

※詳しくは中央職業能力開発協

会のホームページをご覧ください。

http://www.bc.jabada.or.jp

【平成 20 年度後期試験日程】

受験申請受付期間…12月 15日

（月）～平成 21年１月 19 日（月）

／試験実施日…平成 21 年３月１

日 （日） ／試験単位 （後期） …

労務管理、財務管理、企業法務、

総務、 経営戦略、 マーケティング

ロジスティックス ・ オペレーション、

ロジスティック管理、 経営情報シ

ステム、 生産管理プランニング、

生産管理オペレーション※詳しくは

お問い合わせください。 ／受験資

格…受験制限なし。 ※年齢や実

務経験に関係なく誰でも受験でき

ます。

［問］ 熊本県職業能力開発協会

総務 ・開発振興課

☎ 096-384-1711

第２回　あらおシニア　

バドミントン大会

日時…12 月 14 日 （日）、 午前

９時～ （集合８時 30 分） ／市民

体育館で／参加資格…男性 60

歳以上、 女性 50 歳以上／種目

…男子ダブルス、 女子ダブルス、

混合ダブルス／参加料…１チーム

2,000 円※大会当日徴収／申し

込み締め切り…12 月４日 （木）

／主催…荒尾市バドミントン協会

／後援…荒尾市教育委員会、 荒

尾市体育協会

［申 ・ 問］ 荒尾市バドミントン協会

事務局　田代☎ 62-4433

放送大学４月入学生募集

　放送大学はテレビなどの放送に

より授業を行う通信制の大学で

す。 働きながら学んで大学を卒業

したい、 学びを楽しみたいなど、 さ

まざまな目的で、 幅広い世代の方

が学んでいます。

　心理学 ・ 福祉 ・ 経済 ・ 歴史 ・

文学 ・ 自然科学など、 幅広い分

野を学べます。 詳しい資料を無料

で送付しますので、 お気軽にお問

い合わせください。

募集学生の種類…教養学部 （科

目履修生、 選科履修生、 全科履

修生）、 大学院 （修士科目生、

修士選科生） ／出願期間…12

月 15 日 （月） ～平成 21 年２月

28 日 （土）

［問］ 放送大学熊本学習センター

☎ 096-341-0860
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求　　　人　　　案　　　内
10 月 24 日現在玉名公共職業安定所調べ

▽掲載内容は、 ほんの一部です。 このほかにも多数求人の案内があります。

求人申込みおよび雇用保険等の手続きは、玉名公共職業安定所でお願いします。

［問］ 玉名公共職業安定所 （☎ 72-8609）

        または荒尾市職業相談室 (☎ 63-1689） へ

※平成 19 年 10 月１日から雇用対策法が改正され、 募集 ・ 採用時における年齢

制限が禁止されました。 （例外があります）

　　 今月の税

 

 国保税 「普通徴収」 ６期

納期限 12 月１日（月）
   

　 納期限内に納めましょう

       口座振替の方は

口座の残高をご確認ください

  ［問］ 収納課☎ 63-1353

12 月の母子健診・健康相談日程表

種別 日 （曜） 対象者 会場 受付時間

３カ月児健診 10 日 （水） 平成 20 年８生まれ
　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（市
立
図
書
館
南
側
）

13 時 15 分～
14 時

７カ月児健診 18 日 （木） 平成 20 年５月生まれ

1 歳６カ月児健診 17 日 （水） 平成 19 年５月生まれ

３歳児健診 19 日 （金） 平成 17 年６月生まれ

育児相談 　9 日（火） 育児に関して相談のある方
（子供さんもお連れください）

10 時～
10 時 45 分

健康相談

　9 日（火） 成人 ・老人で心身の健康に
関して相談のある方

10時～
10 時 45 分

10 日 （水）
24 日 （水） 満 60 歳以上の方　他

老人福祉
センター

９ 時 30 分 ～
11 時 30 分

●母子手帳発行日…第１ ・

第３ ・ 第５水曜、 午前 10

時～ 10 時 15 分／保健セ

ンターで／受付終了後、 ミ

ニ母親学級を開催します

（約１時間）。 なるべく妊婦さ

ん自身がおいでください。

●赤ちゃんの発育や育児

について、 妊娠中の生活

についてなど、 何か困った

ことや心配なことがあるとき

は、 気軽にご相談ください。

［問］保健センター

☎ 63-1133

試験・募集・イベント、求人、母子健診等

　
　
　

人
権
標
語

（解
放
文
化
祭
か
ら
）

人
権
は　

み
ん
な
が
考
え　

守
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
中
校
区　
　

藤
吉　

達
彦

な
く
そ
う
よ　

い
じ
め
て
い
る
人　

み
て
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
高
校　
　
　

 

岩
村　

祐
貴

い
じ
め
は
ね　

自
分
の
心
の
弱
さ
だ
よ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
高
校　

 　
　

末
藤　

龍
弥

い
じ
め
と
は　

人
を
追
い
こ
む　

核
兵
器　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
高
校　

 　
　

永
野　

絵
里
花

玉＝玉名 （職業安定所名） －求人番号

玉 -4435881 ｻｰﾋﾞｽ提供責任者 1 人 150,000 ～ 170,000 円

玉 -4448681 医療事務員 1人 137,200 ～ 152,900 円

玉 -4442781 ホームヘルパー 1 人 130,000 円

玉 -4447381 歯科助手 1 人 130,000 ～ 135,000 円

玉 -4440581介護職員 （通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ） 3 人 156,400 円

玉 -4429181 介護職員 2人 121,500 円

玉 -4417581 配管工 2 人 180,000 ～ 250,000 円

玉 -4402881 介護職員 1 人 135,000 円

玉 -4388781 総合職 1人 220,000 ～ 250,000 円

玉 -4387481 一般事務員 1 人 130,000 ～ 140,000 円

玉 -4386581 介護支援専門員 1人 168,300 ～ 208,300 円

玉 -4396481 看護助手 2 人 129,600 ～ 132,600 円

玉 -4381181 医療事務 ・受付 1 人 135,000 ～ 150,000 円

玉 -4380281商品検査 ・発送荷受業務 1人 25 歳以下 150,000 ～ 160,000 円

玉 -4370781 鉄工作業員 10 人 188,000 ～ 282,000 円

玉 -4437181 営業事務 1人 35 歳以下 125,000 ～ 170,000 円

玉 -4433481 塗装工 1 人 200,000 ～ 250,000 円

玉 -4432581 事務一般 1 人 120,000 円

玉 -4424581 医療事務 1 人 134,400 ～ 142,800 円

玉 -4418481 一般事務員 1 人 130,480 ～ 149,120 円

玉 -4405081 ﾌﾛﾝﾄ ・ 場内係 1人 59 歳以下 140,000 ～ 350,000 円

玉 -4403281技能職 （加工 ・組付） 監督者 1 人 185,000 ～ 205,000 円

玉 -4394981Web ｽﾀｯﾌ 2 人 110,528 ～ 154,000 円

玉 -4384681 大型運転手 1 人 300,000 ～ 350,000 円
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Arao sogo Bunka Center

荒尾総合文化センター情報

発行 ：荒尾市役所 （〒 864-8686　熊本県荒尾市宮内出目 390）

編集 ：企画管理部政策企画課☎ 0968-63-1274 （直通） FAX0968-64-0940 ／毎月１日 ・ 15 日発行

資源を大切に―この広報紙は

再生紙を使用しています

荒尾総合文化センター

〒 864-0041　荒尾 4186-19

☎ 66-4111　FAX66-4115１２月

● 12 月のホール （大 ： 大ホール　小 ：小ホール）

● 12 月の展示会

日 （曜） 催し物 会場 主催者 ・問い合わせ先 入場方法

3( 水 ) ～ 6( 土 )
'08 荒尾市
人権フェスティバル　作品展示

ギャラリー ・
アートフォーラム

荒尾市人権フェスティバル実行委員会、
荒尾市、 荒尾市教育委員会☎ 62-1313 無料

これは、 10 月 24 日現在予定されているものです。 時間など変更になる場合がありますので、 詳しくは主催者にお問
い合わせください。  

日 （曜） 催し物 会場 主催者 ・問い合わせ先 開場 ・受付／開演～終演 入場方法

6( 土 ) '08 荒尾市人権フェスティバル 大 ・小
荒尾市人権フェスティバル実行
委員会、 荒尾市、 荒尾市教育
委員会☎ 62-1313

9:00 ／ 9:20 ～ 14:30 一般

7( 日 )
みんなで楽しむお遊戯会 大 荒尾四ッ山幼稚園☎ 62-0649 8:30 ／ 9:00 ～ 12:00 無料

岱洋中区文化祭 小 岩本繁徳☎ 66-2193 9:30 ／ 10:00 ～ 15:00 無料

13( 土 ) なかよし発表会 小 なかよし幼稚園☎ 62-0749 8:30 ／ 9:00 ～ 12:00 関係者

14( 日 ) 才能教室発表会 大 ひまわり幼稚園 ( 長洲 ・ 南関 )、
菊水ひまわり園☎ 78-4712

9:00 ／ 9:30 ～ 16:00 関係者

20( 土 ) 万田保育園おゆうぎ会 小 万田保育園☎ 62-0597 8:30 ／ 9:00 ～ 12:30 無料

21( 日 )
第１０回ハートフルクリスマス
コンサート ＩＮ ＡＲＩＡＫＥ

大 有明こころのネットワーク推進
事業実行委員会☎ 74-0150

13:00 ／ 13:30 ～ 16:00 無料

ごっこランド 小 荒尾第一幼稚園☎ 68-0175 12:00 ／ 12:30 ～ 16:00 関係者

23( 火･祝 )
のびのび育つちいさなて第４４回
第二四ッ山っ子フェスティバル 大 第二四ッ山幼稚園☎ 62-0971 11:00 ／ 11:30 ～ 15:00 一般 ・無料

クリスマス発表会 小 カンガルー保育園☎ 65-8655 8:30 ／ 9:00 ～ 12:00 関係者

１階ホール中央にシンボルタワー ( エネルギー
タワー ) があり、 ６つのアイテムで構成、 スター
トボタンを押すと大きな風車が回り始め自然エ
ネルギーをダイナミックに表現します。

荒尾総合文化センター子ども科学館へご来館ください
　

　「子ども科学館」 では、 乗り物 ・電化製品からコンピューター

やエレクトロニクス、 さらに人工衛星までの理工系を中心にした

科学の原理、 原則について 39 点の展示品で紹介しています。

　宙に浮くボール、 力くらべ、 ふしぎなシーソー、 人力発電、 発

電の原理、 モーターの原理、 太陽電池、 放電実験、 巨大な耳

( パラボラアンテナ )、 もどってくる声、 テレビ電話、 光ファイバー

など力、 電気、 音、 光の科学を体験学習できます。 　

　ぜひ、 ご来館ください。 詳しくは、 お問い合わせください。

●入館料

　大人　210 円　　　

　高校生　150 円　　　

　小 ・中学生　100 円　

　※団体 20人以上　３割引　

●開館時間　午前９時～午後５時

●休館日　毎週火曜、 第３月曜 ( 祝日の時は翌日 )、

　　　　　　　12 月 28 日～１月４日


